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入
力
が
、
正
し
い
帳
簿
や
決
算
書
を
作

成
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
す
。

　
仕
訳
の
基
本
ル
ー
ル
は
、

•
�

取
引
を
﹁
借
方
﹂
と
﹁
貸
方
﹂
に
分

類
す
る

•

取
引
内
容
に
応
じ
て
﹁
勘
定
科
目
﹂

に
分
類
す
る

•

日
付
、
金
額
を
記
載
す
る

の
３
つ
で
す
。

　
具
体
的
な
仕
訳
の
例
は
、
図
表
１
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
取
引
を
借
方
と
貸

方
で
分
類
し
、
日
付
順
に
勘
定
科
目
ご

最低限押さえておきたい

「仕訳」のルール

井上寧税理士事務所　税理士

井 上 　 寧

仕
訳
の

基
礎
知
識

　「
仕
訳
（
し
わ
け
）」
と
は
、
会
社
の

日
々
の
事
業
活
動
の
「
取
引
」
を
、「
借

方
（
か
り
か
た
）」
と
「
貸
方
（
か
し

か
た
）」
に
分
類
し
、「
勘
定
科
目
」
ご

と
に
、
金
額
を
「
仕
訳
帳
」
に
記
録
す

る
作
業
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
の
経
理
業
務
で
、
手
書
き
の
帳

簿
を
作
成
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
大
抵
は
会
計
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て

経
理
業
務
を
行
な
い
ま
す
。

　
会
計
ソ
フ
ト
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
を
利
用
す
る

に
し
て
も
経
理
業
務
の
中
心
と
な
る
の

は
、
手
書
き
の
時
代
と
同
じ
く
人
に
よ

る
「
仕
訳
入
力
業
務
」
で
す
。

　
仕
訳
に
は
正
確
な
作
成
・
入
力
が
大

切
で
す
。
会
社
の
利
益
は
、
金
額
で
表

わ
す
必
要
が
あ
る
の
で
、
日
々
の
取
引

を
複
式
簿
記
で
記
録
し
て
い
き
ま
す
。

入
力
方
法
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
会

計
ソ
フ
ト
で
は
仕
訳
を
デ
ー
タ
と
し
て

保
存
し
、
仕
訳
帳
か
ら
総
勘
定
元
帳
、

残
高
試
算
表
へ
と
デ
ー
タ
が
共
用
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
で
す
の
で
、
転
記
ミ
ス
や
漏

れ
な
ど
の
間
違
い
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。

人
に
よ
る
正
確
な
「
仕
訳
」
の
作
成
・

仕訳の例図表１

借方科目 金額 金額貸方科目

7/3

【○○株式会社に商品10,000円を売り渡し、代金は掛とした】

10,00010,000売掛金 売　上

借方と貸方図表 2

借方 貸方

借方の「り」は左にのびているので
左側に記入

貸方の「し」は右にのびているので
右側に記入

か“り”かた か“し”かた

会計ソフトの活用が進んだ昨今、「仕訳」の深い知識が
なくても経理業務は可能ですが、最低限のルールは押さ
えておきたいところ。そこで、新人経理担当者が知って
おくべき基本的なルールを解説します。
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は
、
３
つ
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

①�　

勘
定
科
目
は「
資
産
」「
負
債
」「
資

本
（
純
資
産
）」「
収
益
」「
費
用
」

の
ど
れ
か
に
分
類
さ
れ
る

　

す
べ
て
の
取
引
は
、
仕
訳
を
行
な
う

う
え
で
、
貸
借
対
照
表
に
属
す
る
「
資

産
」「
負
債
」「
資
本
（
純
資
産
）」
と
、

損
益
計
算
書
に
属
す
る「
収
益
」「
費
用
」

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

借
方
と
貸
方
に
分
け
て
記
載
す
る
た

め
に
、
さ
ら
に
「
勘
定
科
目
」
ご
と
に

区
分
し
ま
す
。
勘
定
科
目
と
は
図
表
３

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

②�　
「
資
産
」「
負
債
」「
資
本
（
純
資

産
）」「
収
益
」「
費
用
」
は
、
借
方

と
貸
方
の
ど
ち
ら
に
置
く
の
か
で
、

金
額
が
増
え
る
の
か
減
る
の
か
が

決
ま
っ
て
い
る

　

金
額
が
増
え
る
の
か
減
る
の
か
は
、

図
表
４
の
よ
う
な
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

仕
訳
を
行
な
う
と
き
は
、
勘
定
科
目

の
金
額
が
増
加
す
る
と
き
は
プ
ラ
ス
の

側
に
、
減
る
と
き
は
マ
イ
ナ
ス
（
反
対

側
）
に
置
く
こ
と
に
よ
り
、
増
加
と
減

少
を
表
わ
し
ま
す
。

　

図
表
５
は
、
よ
く
あ
る
取
引
の
仕
訳

例
で
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
ル
ー
ル

を
す
べ
て
覚
え
る
必
要
は
な
く
、
プ
ラ

ス
に
な
る
ほ
う
だ
け
を
覚
え
て
お
け
ば

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
側
が
マ
イ
ナ
ス

に
な
り
ま
す
。

と
に
金
額
を
記
帳
し
ま
す
。

　

借
方
と
貸
方
に
つ
い
て
は
、
単
な
る

符
号
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
由

来
は
紙
幅
の
都
合
で
省
略
し
ま
す
が
、

覚
え
方
と
し
て
は
図
表
２
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

勘
定
科
目
の

基
礎
知
識

　

仕
訳
に
使
わ
れ
る
「
勘
定
科
目
」
に

勘定科目とは図表 3

勘定科目と金額の増減図表 4

仕訳例図表 5

借方科目 金額 金額貸方科目

7/3

【土地を200万円で購入し、代金は後払いにした】

2,000,0002,000,000土　地 未払金

区分 勘定科目 内　容
いわゆるキャッシュのこと
銀行の普通預金
掛売りをした際の代金請求権
掛仕入れをした際の代金支払義務
金銭債務
銀行からの借入金など
株主から受けた出資
利益の累積額

現金
普通預金
売掛金
買掛金
未払金
借入金
資本金
繰越利益剰余金

借方科目 金額 金額貸方科目
7/3

【商品100万円を販売し、代金は掛けとした】

1,000,0001,000,000売掛金 売　上

借方科目 金額 金額貸方科目

7/3 500,000500,000借入金 普通預金

資産増加（  ） 負債増加（  ）

資産増加（  ） 収益増加（  ）

負債減少（  ） 資産減少（  ）

貸借対照表科目  【例示】

貸借対照表科目 

資産

損益計算書科目 

区分 勘定科目 内　容
商品の販売、サービスの提供の収入
預貯金などの利息
本業以外の収入
商品代金などの支払
従業員などの給与
得意先を接待するための会食費など

売上
受取利息
雑収入
仕入
給与手当
交際費

損益計算書科目  【例示】

借方 貸方

増加　プラス 減少　マイナス

負債
借方 貸方

増加　プラス減少　マイナス

収益
借方 貸方

増加　プラス減少　マイナス

費用
借方 貸方

増加　プラス 減少　マイナス

純資産
借方 貸方

増加　プラス減少　マイナス

資産

負債

資本
（純資産）

収益

費用

【借入金50万円を普通預金から返済した】
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③�　

仕
訳
の
借
方
、
貸
方
に
勘
定
科

目
を
い
く
つ
お
い
て
も
構
わ
な
い

（
複
合
仕
訳
と
い
う
）。
た
だ
し
、

借
方
合
計
金
額
＝
貸
方
合
計
金
額

と
な
り
合
計
金
額
は
必
ず
一
致
す
る

　

た
と
え
ば
、
勘
定
科
目
が
複
数
あ
る

複
合
仕
訳
と
は
、
図
表
６
の
よ
う
な
仕

訳
で
す
。

　

こ
の
仕
訳
例
で
は
、
借
方
合
計
10
万

円
＝
貸
方
合
計
10
万
円
で
す
。

　

常
に
貸
借
が
一
致
し
た
仕
訳
を
行
な

う
こ
と
に
よ
り
、
残
高
試
算
表
の
貸
借

は
常
に
一
致
し
ま
す
。
そ
の
た
め
貸
借

対
照
表
と
損
益
計
算
書
の
利
益
は
、
必

ず
一
致
し
ま
す
（
図
表
７
）。

　

会
計
ソ
フ
ト
の
仕
訳
の
入
力
で
は
、

貸
借
が
一
致
し
な
け
れ
ば
、
数
値
が
確

定
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

帳
簿
の
種
類
と

記
帳
の
流
れ

　

先
述
の
と
お
り
、
現
在
大
抵
の
会
社

で
は
、
会
計
ソ
フ
ト
に
よ
り
仕
訳
を
作

成
・
入
力
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
会
計
ソ
フ
ト
は
、
仕

組
み
と
し
て
、
紙
の
帳
簿
に
記
入
す
る

た
め
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
各
帳
簿
の
結

び
つ
き
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
会
計
ソ

フ
ト
の
仕
組
み
や
機
能
を
正
確
に
は
理

解
で
き
ま
せ
ん
。

　

記
帳
と
帳
簿
の
流
れ
を
簡
単
に
ま
と

め
る
と
、図
表
８
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

仕
訳
帳
と
は
、
も
と
も
と
図
表
９
の

よ
う
な
手
書
き
の
帳
簿
で
、

•
�

日
付
欄
…
…
取
引
が
行
な
わ
れ
た
月

日
を
記
入
す
る

•
�

摘
要
欄
…
…
勘
定
科
目
を
記
入
し
、

取
引
内
容
を
簡
単
に
記
入
す
る
（
小

書
き
）

•
�

元
丁
欄
…
…
元
帳
に
転
記
し
た
と
き

に
、
勘
定
元
帳
の
ペ
ー
ジ
番
号
を
記

入
す
る

•
�

借
方
・
貸
方
欄
…
…
取
引
金
額
を
記

入
す
る

と
い
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
計
ソ
フ
ト
で
は
、
作
成
・
入
力
し

た
仕
訳
は
仕
訳
帳
に
デ
ー
タ
と
し
て
登

録
さ
れ
、
総
勘
定
元
帳
や
残
高
試
算
表

が
自
動
的
に
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
仕
訳
に
間
違
い
が
あ

る
と
誤
り
の
あ
る
総
勘
定
元
帳

や
残
高
試
算
表
、
ひ
い
て
は
決

算
書
（
貸
借
対
照
表
や
損
益
計

算
書
な
ど
）
が
作
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

正
確
な
仕
訳
を
作
成
・
入
力
し

登
録
す
る
こ
と
が
、
重
要
な
業

務
と
な
る
わ
け
で
す
。

実
務
上
の

留
意
ポ
イ
ン
ト

会
計
ソ
フ
ト
の
「
エ
ラ
ー
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
を
活
用
す
る

　

ど
の
会
計
ソ
フ
ト
で
も
仕
訳

入
力
で
は
、
日
付
、
金
額
、
勘

複合仕訳図表 6

貸借対照表と損益計算書の利益図表 7

記帳と帳簿の流れ図表 8

手書きの仕訳帳図表 9

費用増加（  ）

負債増加（  ）

資産減少（  ）

借方科目 金額 金額貸方科目

7/3

【源泉所得税を天引きし、セミナー講師への報酬100,000円を支払った】

89,790100,000支払報酬 現　金
10,210預り金

残高試算表 貸借対照表 損益計算書

資産

費用 費用

負債

純資産

負債

純資産

利益

収益

利益
一致

エビデンス 仕訳処理

実
際
の
取
引

領
収
書
・
請
求
書

仕
訳
帳

総
勘
定
元
帳

補
助
簿

残
高
試
算
表

転記

日付 摘要 元丁 借方 貸方

仕訳帳

6 3 3
5

18,000
18,000

（仕　入）
　　　　　　　　　　（買掛金）
北山㈱から商品を掛で仕入れ

資産

収益
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な
く
て
も
役
に
立
ち
ま
す
。

　

日
常
の
業
務
で
は
、当
然
で
す
が「
エ

ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
無
視
し
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
な
ぜ
「
エ
ラ
ー
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
が
表
示
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
原

因
を
自
身
で
推
測
し
た
う
え
で
、
入
力

ミ
ス
の
可
能
性
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
解
消
さ
れ
な
い
場
合
は
、
会
計
ソ
フ

ト
会
社
の
サ
ポ
ー
ト
窓
口
に
問
い
合
わ

せ
ま
し
ょ
う
。

　

エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
原
因
を
考
え

る
こ
と
に
よ
り
、
仕
訳
や
会
計
ソ
フ
ト

の
機
能
に
つ
い
て
理
解
が
進
み
ま
す
。

会
計
ソ
フ
ト
に
仕
訳
の
テ
ン
プ
レ

ー
ト
を
作
成
し
て
お
く
　

　

期
末
の
決
算
整
理
仕
訳
は
別
に
し

て
、
日
常
の
仕
訳
は
毎
月
ほ
ぼ
同
じ
パ

タ
ー
ン
で
す
。

　

た
と
え
ば
、

•

毎
月
の
給
料
の
仕
訳

•

毎
月
の
社
会
保
険
料
の
仕
訳

•
�

請
求
書
を
発
行
し
代
金
を
回
収
す
る

仕
訳

•
�

請
求
書
を
受
領
し
て
支
払
い
を
す
る

仕
訳

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
毎
月
発
生
す
る
仕
訳

は
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト

を
会
計
ソ
フ
ト
に
作
成
し
登
録
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
勘
定
科
目
な
ど
を
入
力

す
る
必
要
が
な
く
、
日
付
と
金
額
の
み

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
に
仕
訳

が
で
き
ま
す
。

誤
っ
た
仕
訳
を
修
正
す
る

　

修
正
方
法
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、月
次
処
理
で
誤
っ
て「
備

品
」
の
減
価
償
却
と
し
て
い
た
資
産

は
、
正
し
く
は
「
機
械
」
で
あ
っ
た
と

月
次
処
理
時
点
で
判
明
し
た
場
合
（
図

表
10
）
を
例
に
説
明
し
ま
す
。

定
科
目
を
入
力
し
、
借
方
金
額
＝
貸
方

金
額
で
あ
れ
ば
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
る
会
計
ソ
フ
ト
で
は
消

費
税
の
「
税
区
分
」
や
「
事
業
区
分
」

が
不
明
で
も
仕
訳
登
録
が
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
、
期
末
に
消
費
税
集
計

表
を
表
示
す
る
際
に
は
、
エ
ラ
ー
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
会
計
ソ
フ
ト
の
エ
ラ
ー
メ

ッ
セ
ー
ジ
機
能
は
、
特
別
な
設
定
を
し

①�　

正
し
い
内
容
を
再
入
力
し
て
上

書
き
す
る
方
法
（
図
表
11
）

　

間
違
え
た
借
方
の
「
備
品
減
価
償
却

費
」
を
、「
機
械
減
価
償
却
費
」
と
上

書
き
入
力
し
ま
す
。
同
様
に
貸
方
も
上

書
き
入
力
し
ま
す
。

　

間
違
っ
て
仕
訳
し
た
と
い
う
記
録
は

残
り
ま
せ
ん
。
会
計
ソ
フ
ト
の
便
利
な

機
能
で
す
。

②�　

仕
訳
ミ
ス
は
そ
の
ま
ま
で
反
対

仕
訳
を
作
成
、入
力
す
る
方
法
（
図

表
12
）

　

月
次
処
理
の
際
に
、
反
対
仕
訳
（
間

違
っ
た
仕
訳
の
勘
定
科
目
の
貸
借
を
入

れ
替
え
る
仕
訳
）
を
し
た
後
、
正
し
い

仕
訳
を
入
力
し
ま
す
。

　

こ
の
方
法
は
、
誤
っ
た
記
録
を
後
で

わ
か
ら
な
い
よ
う
に
抹
殺
し
て
は
い
け

な
い
、
と
い
う
簿
記
の
ル
ー
ル
を
踏
ま

え
た
修
正
方
法
で
す
。

③�　

マ
イ
ナ
ス
仕
訳
で
修
正
す
る
方
法

（
図
表
13
）

　

金
額
だ
け
マ
イ
ナ
ス
し
て
修
正
し
、

そ
の
後
正
し
い
仕
訳
を
入
力
し
ま
す
。

直
感
的
に
わ
か
り
や
す
い
仕
訳
で
す
。

　

ど
の
方
法
に
も
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
修
正
方
法
を

採
用
す
る
か
は
、
会
社
で
行
な
っ
た
過

去
の
修
正
仕
訳
、
仕
訳
の
数
、
間
違
っ

た
仕
訳
の
内
容
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

い
の
う
え　
や
す
し
　
京
都
府
庁
で
法
人
の
税
務
調
査
に
従
事
後
、
独
立
。
ク
ラ
ウ
ド

会
計
を
専
門
に
、吹
田
市
内
で
中
小
企
業
を
対
象
に
会
計
・
税
務
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
う
。

図表 10

借方科目 金額 金額貸方科目

7/31 10,00010,000備品減価償却費 備品減価償却累計額

図表 11

借方科目 金額 金額貸方科目

7/31 10,00010,000機械減価償却費 機械減価償却累計額

図表 12

借方科目 金額 金額貸方科目

7/31

7/31

7/31

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

備品減価償却費

備品減価償却累計額

機械減価償却費

備品減価償却累計額

備品減価償却費

機械減価償却累計額

図表 13

借方科目 金額 金額貸方科目

7/31

7/31

7/31

10,000

-10,000

10,000

10,000

-10,000

10,000

備品減価償却費

備品減価償却費

機械減価償却費

備品減価償却累計額

備品減価償却累計額

機械減価償却累計額

月次処理で間違っていた仕訳の例

正しい内容を再入力して上書きする方法

仕訳ミスはそのままで反対仕訳を作成、入力する方法

マイナス仕訳で修正する方法




